コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	



		
			
				
					Page:Hōbun Nihon Gaishi.pdf/103

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは校正済みです

ことを爲（せ）ん。陛下、乃、源氏を
庇（かば）ふこと莫からんや」と。上皇
哂（わら）ひて曰く、「猶此言を爲すか」と。即宣旨を賜ふ。因りて「大將を誰に屬すべし」と問ふ。曰く、「臣が
嫡孫（ちやくそん）維盛可なり」と。


維盛追討使即ち
維盛（これもり）に命ず。右近衛中將を以て、追討使と爲し、而して忠
度（のり）之を
翼（たす）く。高祖正盛、源
義親（よしちか）を伐ちし
故事（こじ）を用ゐて、
驛鈴（えきれい）を賜ふ。五千騎に將として、福原を發す。齋藤
實盛（さねもり）、東事を諳ずるを以て
嚮導（きやうだう）とし、行々兵を
收（をさ）めて、駿河に至る。實盛曰く、「宜しく急に
足柄（あしがら）を
踰（こ）え武藏、相摸の兵を收むべし」と。藤原忠淸曰く、「今我が兵は皆京畿の
新募（しんぼ）なり、
此（これ）を以て深く入る、未だ其可を見ず」と。維盛之に從ふ。實盛乃辭して西す。維盛曰く、「實盛無きも、吾
寧（なん）ぞ戰ふ能はざらんや」と。富士河陣忠淸を以て先鋒となし、進みて、
富士河（ふぢがは）に軍す。此時に當りて、畠山重忠以下、皆賴朝に
附（つ）き、二十萬歸を以て、河東に至る。使者をして來りて書を
貽（おく）らしむ。謾言多し。忠淸、維盛に勸めて、其使者を斬らしむ。相持して未だ戰はず。我が軍夜
水禽（みづとり）の
起（たつ）を聞き、相驚きて以て敵大に至るとなし、人馬相踏藉して走る。維盛怒りて留り戰はんと欲す。忠淸固く諫む。乃西に歸る。平明、源氏の軍乃之を知り、一將をして來り追はしむ。伊藤某、殿戰して死す。維盛歸りて近江に至る。淸盛其
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